
令和７年度中学校教育課程研究集会
【家庭】



技術・家庭(家庭分野)の評価について

～学習指導要領と「指導と評価の一体化」
のための学習評価に関する参考資料より～



・観点別学習状況の評価や評定には示し
きれない児童生徒一人一人のよい点や可
能性、進歩の状況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し、生徒の学
習状況を分析的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの３段階で
評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は、学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠
評価）。したがって、目標準拠評価は、集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能
思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、人
間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能 思考・判断・表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に取
り組む態度

感性、思いやりなど

各教科における評価の基本構造



■題材
・学習指導要領の各項目に示される指導内容を指導単位にまとめて組織して題

材を構成し、家庭科の目標の実現を目指している。
■題材の設定
・各項目及び各項目に示す指導事項との関連を見極め、相互に有機的な関連を

図り、系統的及び総合的に学習が展開されるよう配慮する必要がある。
・各項目に配当する授業時数と履修学年については、生徒や学校、地域の実態

等に応じて、各学校において適切に定める。
■学習活動に即して具体化
・実際の指導に当たっては、履修学年を踏まえて、「題材の目標」及び「題材

の評価規準」を作成した上で、学習指導要領解説の記述を参考にするなどし
て、「題材の評価規準」を学習活動に即して具体化することが必要。

題材について



「内容のまとまり」
• 内容のまとまりとは、学習指導要領に示す各教科の「第２ 各学年の目標及び内容

２ 内容」の項目等をそのまとまりごとに細分化したり整理したりしたもの。
• 内容のまとまりごとの評価規準を作成する際の単位となるもの。

「内容のまとまりごとの評価規準」
• 「２ 内容」の記載事項の文末を「～すること」から「～している」と変換したもの。
• 「主体的に学習に取り組む態度」については、時間をかけて育成されるものである

という趣旨等により「２ 内容」に記載がない。
• 「主体的に学習に取り組む態度」については、各学年の「１ 目標」を参考にしつつ、

必要に応じて観点の趣旨を用いながら「内容のまとまりごとの評価規準」を作成す
る必要がある。

内容のまとまりごとの評価規準



「Ａ 家族・家庭生活」(1)自分の成長と家族・家庭生活
「Ａ 家族・家庭生活」(2)幼児の生活と家族
「Ａ 家族・家庭生活」(3)家族・家庭や地域との関わり
「Ａ 家族・家庭生活」(4)家族・家庭生活についての課題と実践
「Ｂ 衣食住の生活」 (1)食事の役割と中学生の栄養の特徴
「Ｂ 衣食住の生活」 (2)中学生に必要な栄養を満たす食事
「Ｂ 衣食住の生活」 (3)日常食の調理と地域の食文化
「Ｂ 衣食住の生活」 (4)衣服の選択と手入れ
「Ｂ 衣食住の生活」 (5)生活を豊かにするための布を用いた製作
「Ｂ 衣食住の生活」 (6)住居の機能と安全な住まい方
「Ｂ 衣食住の生活」 (7)衣食住の生活についての課題と実践
「Ｃ 消費生活・環境」(1)金銭の管理と購入
「Ｃ 消費生活・環境」(2)消費者の権利と責任
「Ｃ 消費生活・環境」(3)消費生活・環境についての課題と実践

中学校家庭科の内容のまとまり



「知識・技能」については、内容のまとまりごとの評価規
準（例）の作成において述べたように、その文末を、
「～について理解している」、「～について理解している
とともに、適切にできる」として、評価規準を作成する。
「Ａ家族・家庭生活」の(1)については、その文末を、
「～に気付いている」として、評価規準を作成する。

「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』を具体化した例を
作成する際の『知識・技能』のポイント



「思考・判断・表現」については、基本的には、内容のまとまりごとの評価規準（例）の作成におい
て述べたように、教科の目標の(2)に示されている学習過程に沿って、各題材において、次に示す四
つの評価規準を設定し、評価することが考えられる。ただし、これらの評価規準は、各題材の構成に
応じて適切に位置付けられることに留意する必要がある。
具体的には、以下のように評価規準を設定することができる。

① 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだし、解決すべき課題を設定す
る力については、その文末を「～について問題を見いだして課題を設定している」

② 解決の見通しをもって計画を立てる際、生活について多角的に捉え、解決方法を検
討し、計画、立案する力については、その文末を「～について（実践に向けた計画
を）考え、工夫している」

③ 課題の解決に向けて実践した結果を評価・改善する力については、その文末を「～
について、実践を評価したり、改善したりしている」

④ 計画や実践について評価・改善する際に、考察したことを理論的に表現する力につ
いては、その文末を「～についての課題解決に向けた一連の活動について、考察し
たことを論理的に表現している」

「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』を具体化した例を
作成する際の『思考・判断・表現』のポイント



「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』」を具体化した例」を作成
する際の『主体的に学習に取り組む態度』のポイント

「主体的に学習に取り組む態度」については、「思考・判断・表現」と同様に、
基本的には、内容のまとまりごとの評価規準（例）の作成において述べたよう
に、各題材の学習過程において、三つの側面から評価規準を設定し、評価する
ことが考えられる。ただし、これらの評価規準は、各題材の構成に応じて適切
に位置付けられることに留意する必要がある。
具体的には、以下のように評価規準を設定することができる。

① 粘り強さについては、その文末を「～について、課題の解決に主体
的に取り組もうとしている」

② 自らの学習の調整については、その文末を「～について、課題解決
に向けた一連の活動を振り返って改善しようとしている」

③ 実践しようとする態度については、その文末を「～について工夫し
創造し、実践しようとしている」



学習指導要領の着実な実施について



小学校
家庭科

５年 60時間
６年 55時間

中学校
技術・家庭
（家庭分野）
87.5時間

高校
家庭科

２または４単
位

自
立

共
生

小・中・高の内容の系統性の明確化



Ｂ(３)日常食の調理と地域の食文化
ア(ｴ)地域の食文化について理解し地域の食材を用いた和食の調理が

適切にできること。（学習指導要領解説 P.89)

煮干しや昆布、かつお節など
様々な材料からだしをとることに
ついて触れ、みそ汁にだしを使う
ことで風味が増すことを理解でき
るようにする。

小学校で学習しただしの役
割を踏まえ、だしの種類や料理
に適しただしの取り方に気付く
ことができるようにする。

だしをとって作ったみそ汁
とだしをとらずに作ったみ
そ汁を比較し、だしの役割
について話し合う活動など
が考えられる。

小
学
校

中
学
校

地域又は季節の食材について
調べ、それを用いた和食の調
理をすることが考えられる。



空間軸・時間軸の視点からの
学習対象の明確化

これまでの生活 現在の生活 これから
の生活

生涯を見通した生活

自己

社会

家庭

地域

小学校

中学校

高等学校

空間軸：自己と家庭
時間軸：現在，これまでの生活

空間軸：主に家庭、地域と社会
時間軸：主に生涯を見通した生活

空間軸：主に家庭と地域
時間軸：主にこれからの生活

学習指導要領解説P.17より作成

空間軸

時間軸



学習指導要領及び解説を確認する
《学校教育法施行規則 第七十四条》
中学校の教育課程については、この章に定めるもののほか、教育
課程の基準として文部科学大臣が別に公示する中学校学習指導要
領によるものとする。 ※小学校は第五十二条

「資質・能力」→学習指導要領の着実な実施

知識及び技能

三つの柱、それぞれを個別に育成するのでは
なく、偏りなく実現されるようにする。

思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等



家庭科における問題解決的な学習の充実

～家庭科で目指す資質・能力の育成について～



生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活
動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
（１）家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境
などについて、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係
る技能を身に付けるようにする。

（２）家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、
これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

１ 目標の改善（解説Ｐ６２）家庭分野の目標（中学校）
柱書き

（３）自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協
働し、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な
態度を養う。

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説技術・家庭編より作成



各内容の各項目で育成する資質・能力の明確化

内容

Ａ家族・家庭生活

Ｂ衣食住の生活

Ｃ消費生活・環境

○アとイの二つの指導事項で構成
ア「知識及び技能」の習得

イ「思考力、判断力、表現力等」の育成

「なぜ、そのようにするのか」
根拠と共に理解し技能を身に付ける

問題解決的な学習

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説技術・家庭編より作成



実践活動の
評価・改善

課題解決に向
けた実践活動

解決方法の
検討と計画

生活の
課題発見

結果を発
表し、改
善策を検
討する

実践し
た結果
を評価
する

生活に関わる知識
及び技能を活用し
て、調理・製作等
の実習や、調査、
交流活動などを行
う

解決の
見通し
をもち、
計画を
立てる

生活に関
わる知識
及び技能
を習得し、
解決方法
を検討す
る

既習の知識及び技
能や生活経験を基
に生活を見つめ、
生活の中から問題
を見いだし、解決
すべき課題を設定
する

家
庭
・
地
域
で
の
実
践

日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表現する一連の学習過程

課題を解決する力を養う

問題解決的な学習の一連の学習過程（例）



「Ａ 家族・家庭生活」(1)自分の成長と家族・家庭生活
「Ａ 家族・家庭生活」(2)幼児の生活と家族
「Ａ 家族・家庭生活」(3)家族・家庭や地域との関わり
「Ａ 家族・家庭生活」(4)家族・家庭生活についての課題と実践
「Ｂ 衣食住の生活」 (1) 食事の役割と中学生の栄養の特徴
「Ｂ 衣食住の生活」 (2) 中学生に必要な栄養を満たす食事
「Ｂ 衣食住の生活」 (3) 日常食の調理と地域の食文化
「Ｂ 衣食住の生活」 (4) 衣服の選択と手入れ
「Ｂ 衣食住の生活」 (5) 生活を豊かにするための布を用いた製作
「Ｂ 衣食住の生活」 (6) 住居の機能と安全な住まい方
「Ｂ 衣食住の生活」 (7) 衣食住の生活についての課題と実践
「Ｃ 消費生活・環境」(1)金銭の管理と購入
「Ｃ 消費生活・環境」(2)消費者の権利と責任
「Ｃ 消費生活・環境」(3)消費生活・環境についての課題と実践

中学校家庭科の内容のまとまり
ア

ア

ア

ア

ア イ
ア イ

ア イ

ア イ

ア イ
ア イ
ア イ

ア イ

ア イ
ア イ



Ｂ 衣食住の生活

次の（１）から（７）までの項目について、課題をもって、健康・快適・安全で
豊かな食生活、衣生活、住生活に向けて考え、工夫する活動を通して、次の事項を
身に付けることができるよう指導する。

（２）中学生に必要な栄養を満たす食事調理の基礎

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

イ 中学生の１日分の献立を考え、工夫すること。

(ｱ) 栄養素の種類と働きが分かり、食品の栄養的な特質について理解すること。
(ｲ) ・・・・・

内容構成について

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

内容

項目

指導事項



題材を構想する際の留意点

・実践的・体験的な活動を通して学習

・活動が楽しいだけでは、家庭科で目指す資質・能力の育成には
つながらない。

・家庭科の基盤は子供の「日常生活」

・・・どのような学習活動の展開が必要か。

子供は楽しそうに活動する様子
が見られるが・・・



子
供
が
主
体

解
決
の
必
要
感

常
に
、
課
題
の
解
決

に
向
け
た
授
業
展
開



生活

生徒が問題を見いだしたり、
見いだした問題を課題設定に
つなげたりするためには、授
業者が、様々な手立てを意図
的に講じる必要があります。

生徒が問題を見いだし課題を設定する

家族へのインタビュー

事前の生活チェック

家での観察

先生から資料の提示

アンケートの実施



小学校内容B(5)ア(ｱ)(ｲ)イ生活を豊かにするための布を用いた製作

題材の最後に目指す子供の姿や記述内容
を思い描く

子供の実態を洗い出す

学習指導要領及び解説を確認する
→育成を目指す資質・能力は何？
→[教えること][考えること]の仕分け

資質・能力の育成のためにふさわしい製
作題材を集めて、題材の流れを考える

全て「子供の姿」で考える

授業づくり（題材全体の構想）段階が最も大切

題材名「ミシンでソーイング」（第５学年）全12時間

問題解決的な学習を充実させる



問題解決的な学習を充実させる

子供にとって解決の必要感がある課題の設定
◇ランチョンマットへの憧れ

「先生のランチョンマットいいな」
◇ミシンとの出会い

「ミシンってすごい」「使ってみたい」
◇ミシンと手縫いの違いを知る

「きれい」「速い」「正確」



問題解決的な学習を充実させる

子供にとって解決の必要感がある課題の設定
◇ランチョンマットへの憧れ

「先生のランチョンマットいいな」

◇ミシンとの出会い「ミシンってすごい」「使ってみたい」

◇ミシンと手縫いの違いを知る「きれい」「速い」「正確」

◇ランチョンマットづくりへの願い
「きれいに作って、使っていて楽しいランチョンマットにし
たい」・・・「まっすぐ」「丈夫に」「正確に」

ミシンを使って、きれいにランチョンマットを作ろう
課題

子供の言葉を使ったものでよい



問題解決的な学習を充実させる

子供も教師も、「きれい」の定義が一致している
家庭科で育成を目指す資質・能力と合致している

ミシンを使って、きれいにランチョンマットを作ろう

課題

返しぬい 角のぬい方直線ぬい

縫い目が
重なっている

線からずれて
いない

ちょうど角の
所で90°



問題解決的な学習を充実させる

解決の必要感がある課題が設定されると、
子供の姿が変わる



・「課題の設定」の場面での効果的な手立ての
具体例（実践例）について、提出課題を共有
しましょう。

〈協議題Ⅰ〉提出課題
子供が必要感をもって取り組むための
「課題の設定」について

司会進行者、記録者、発表者
（例）具体例、成果、課題･･･などをまとめる



問題解決的な学習とは？

子供にはこう学んでほしい

常に課題の解決に向けて取り組む

課題の解決に向けた計画を立てる

課題の解決に向けた実践活動を行う

課題の解決に向けた自分の取組について評価・改善を
行う

・

・

・

・



令和６年度を振り返って



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



令和６年度の成果と課題を踏まえて、
今後の授業改善の在り方を考えていく必要がある

担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果
から考える今後の授業改善の在り方



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋





担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋





担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



問題解決的な学習をより充実させていく
●問題を見いだし、解決すべき課題を設定する
場面を重視する

●「何とかしたい」「できるようになりたい」等、
児童生徒に解決の必要感が生まれるよう、
教師が手立てを講じる

担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より抜粋



「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善
の在り方について、みなさんで一緒に考えましょう！

担当指導主事連絡・研究協議会（小・中学校家庭部会）資料より作成



〈協議題Ⅱ〉問題解決的な学習の充実について

Q:調査結果の課題を解消するために、具体的にどのよ
うな授業を行えばよいのだろうか。

・調査結果で示された課題の原因を考えてみましょう。



〈協議題Ⅱ〉問題解決的な学習の充実について

Q:調査結果の課題を解消するために、具体的にどのよ
うな授業を行えばよいのか。

・どのような授業改善を行えばよいか、
「展開」「手立て」「発問」等を考えてみましょう。



効果的なICTの活用について



ICTの効果的な活用について

54




